










Public Notices during the Qing dynasty: A focus on the relationship between the Local 
magistrates and Local populace 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　This paper explores the relationships between the local magistrates and local 
populace which includes the literati and commoners. I analyzed these relationships by 
reviewing articles on public notices during the Qing dynasty. I specifically used the 
Dianshizhai Pictorial（Dianshizhai Huabao）for this purpose.
　　　Although the Dianshizhai Pictorial established that people neglected public 
notices in some cases, it also described the effectiveness of public notices. Children and 
uneducated people followed the instructions presented in these notices. These written 
notices were read and orally transmitted to the commoners by the literati.　
　　　Out of the twenty-six articles reviewed, we observed that in four cases the local 
magistrates were asked to distribute the public notices by the local literati. The local 
literati preferred displaying these public notices when they required something from 
the commoners. The local literati seemed to be poople who attempted to influence 
both the local magistrates and commoners by actively using these public notices. 
Nevertheless, the local magistrates and local literati emphasized that these notices 

































































 ①おまえたちは今後、土地争いや借金などの些細なことでは、十分な道理があっても、我慢しなさい。私の話をしっかり覚えておくように。たとえ少し損をしても、親族に訴えて和解するほうが、お上の世話になるよりもよい。もし、自分には五、 六分の道理しかないとしたら、できるかぎり早く和解することだ。私の話を聞かず、訟師（訴訟の代言人）の話 耳を貸し、和解しないで告訴状を出すのであれば、おまえの父母兄弟妻子など一家が落ち着かないという はまだ些細なことであり、自分や家が没落するどころか、命を失うことにもなり ねない。そのときになって私の話を思い出 て、告訴すべきではなかったと後悔しても遅いのだ。
一七
　　　





①では「おまえたち」 （你們）や「おまえ」 （你）という二人称代名詞を用いるばかりではなく、口語的表現を用いて語りかけるような文章にしている。宣講の研究によれば、聖諭をわかりやすく説いた『講解聖諭廣訓』では、 『聖諭廣訓』の内容を白話に置き換え、 「你們」という聞き手を設定する人称代名詞を用いたといい
一九
、工夫の仕方に
共通点が見られる。他方、生員や監生と った 士」を対象とした②では、主に文語 ている。また、告示の対象者は「学があ 理に明るい人」 （読書明理之人）であって「庶民」 （百姓）とは異なり、地方官としても頼りにしているということを示して、自尊心をくすぐるような書き方 している。このような事例は地方官が対象に配慮したうえで、告示の文章 考え いたことの裏付け なる。二、 『点石斎画報』中の告示描写 概要　『点石斎画報』は清末に発行されていた絵入り新聞である。 『点石斎画報』には告示の原文は収録されていないが、




















には外国の新しい技術や珍しい事物を紹介するような記事は豊富 含まれるが、外国に照らして中国の事物や制度を根本から改革せよと声高に論ずるようなことはなかった。社会の現状についての批判がなされていても、最終行にはおおむね、 中国の古典 下敷 にした誡めの言葉が記されている。清代末期 いわば「近代」に発行された『点石斎画報』ではあるが、その文章 書き方は革新的とはいえず、むしろ伝統的な社会になじみやすいものだったといえるだろう。加えて その書き手はニュースの正確性や情報の新しさよりも、読んで楽し 紙面を追 求めたように思われる
二六
。それは『申報』の読み手が新しい知識に触れることの多い学識ある層だったのに対して、 『点
















（1） 乙集 薙洗野豬 出示勧捕
地方官が告示を出し、害をなす猪の捕獲を勧奨し
たので、営丁・猟戸が連れだって狩りに行った。












（5） 申集 征猺初紀 出示厳禁
猺族鎮圧の前に、武器を売ったり、猺族とひそか
に通じたりすることを告示で禁止した。








（8） 亥集 禁弾白鷺 出示厳禁 白鷺を銃で撃つことを、告示で禁止した。
（9） 金集 禁扮淫戯 出示厳禁
淫蕩な芝居を禁止する告示を出したが、こっそり
違反している者がいる。








（12） 絲集 越台懐古 出示
地元の紳士が番禺県知県へ、告示を出して古址を
占拠している客民を駆逐できないかと手紙で相談。




（14） 匏集 假捐被獲 告示
告示を出してもらって善堂を騙り、偽の薬を売ろ
うとしている。
（15） 革集 城隍示諭 告示
冥屋の前に城隍神の印を押した告示が貼り出され
たが、人間がこのようなことをすべきではない。










（18） 御集 霊芝呈瑞 出示告誡
広東の署知府が署内に生えた霊芝を陳列し、告示
を出して訓戒を与えたうえ、四日間民に見せた。









（21） 行集 馳馬殷鑒 出示懸禁
地方官は馬の早駆を禁止する告示をしばしば出す
が、それを無視する者がおり、事故が起きた。




（23） 亨集 賢令丰裁 出示暁諭
民が牌匾を贈って地方官を讃える風習をやめるよ
うにと、地方官が告示を出した。
（24） 利集 名將丰裁 告示
ドイツ海軍の提督が山東膠州鎮総兵の章高元に共
同で安民告示を出すよう迫ったが、章は拒絶した。
















らマカオへ行って富くじを買ってきた者がお 、道で強盗 遭った 。
（20）「還炮誌盛」は広東の習俗では土地



















出させてしまい、噛み破ってしまった。地方官が告示を出して捕獲を勧奨する 、営丁や猟戸 駆逐 た、というものだ。
（13）の「劣医宜辦」はにせ医者の家の門を鍵で封じ、捕えるのに協力するようにという趣旨の告示を掲示す
ると、ようやく人々も信頼できない医者だ のだと納得した、 いう記事である。 によっ 、今まで高名な医者だ 思っていたにせ医者の正体に気づかせることができた である。
（18）の「霊芝呈瑞」は広東の潮州府の署内





































に属する人々によってなされた。請願は書面でなされたと考えられ ため 文語文を操ることのできる「士」がそれを担うことに不思議はない。ただし、その告示の対象はならずものや、古址を占拠する外来 民や、字の書かれた紙を靴底用に販売する者、デマ 信じて位牌を電報局 売ろう する者などのいわば一般庶民であり、 「士」ではない。 「士」が地方官 告示発布を要請 地方官が地域の「民」 、主に一般庶民に対する告示 出すという仕組みが見られる。結局のところ、発布された告示を読み聞かせる は「士」だっ 可能性が高いが、 「士」は自らの言葉として語るよりは、 地方官の した告示という一種 お墨付きを背景に語 ほうを好ん こと うかがえる
19
清代の告示からみた地方官と士民  ――『点石斎画報』を手掛かりに―― （一） で見たように、 地方官が告示の内容を庶民に伝えるには、 それを読んで聞かせる 「士」 の協力が不可欠だったが、「士」も地域社会の秩序維持にあたり、告示を出してもらい、地方官の後ろ盾を得ようとしたのである。（三）記事の書き手の観察や提言　『点石斎画報』中の記事のいくつかは、 実際に告示が出されたという内容ではなく、 記事の書き手が告示の発布や、違反者の処罰による告示の有効化を提言するというものだ。また、空文と化した告示についての皮肉っぽい記事もある。　
（ 4）の「禁屠笑話」は江蘇・浙江で大雨など災害続きになったため、なんとかしてほしいとの要望が地方官のもと












例では、結局知県は庇われて処罰されていない。告示は処罰を もなわなければ、むなしいものとなってしまったのである。 『点石斎画報』の書き手は、ただ禁止や処罰を告示に記すだけではなく 実際に一、 二例を摘発 て処罰することによって、告示を形骸化させないようにと提言していた。書き手の目から見 処罰事例こそが、告示に実際の効力を与えたのである。（四）告示をめぐる地方官と士民の相互作用　
（ 6）「愚民帰化」は、地方官が告示を通して士民に働きかけ、それに対して士民が行動を起こしたという非常に興
味深い記事だ。　　　























































たがって、 橋の撤去をめぐる人々の反感を和らげるために張之洞がこの告示を出した可能性は否定できない。一方、十一日には橋の上で騒ぎが起きており、 騒ぎの原因やどのような騒動だったかについては記述されていないものの、おそらくは橋の撤去へ 反感 背景にあったと推測される。つまり、質の利息を減らす告示がすぐに橋の撤去にかかわる反感をなくしたとはいえない。　
①と②の示す経緯には『点石斎画報』とは異なる部分がある。出来事の流れのみならず、 ①では製鉄所（ 「鉄厰」 ）






































 服藤弘司『幕府法と藩法――幕藩体制国家の法と権力Ⅰ』創文社、一九八〇年、第四章「高札 意義」 。渡辺浩一「江戸の高札――三類型と維持・管理」 『歴史』一一五輯（東北大学） 、二〇一〇年。久留島浩「近世の村の高札」永原慶二編『大名領国を歩く』吉川弘文館、一九九三年。
四
　　






 大谷敏夫「清代蘇州における行政 風俗――淫祠・賭博に関して」 『アジア文化学科年報』九号 二〇 六年、小川快之 「清代江西・福建における 「溺女」 習俗 法について―― 厚嫁 「童養媳」 等 習俗との関係をめぐって」山本英史編『中国近世の規範と秩序』東洋文庫、二〇一四年など。
六
　　
 寺田氏は土地法に関連する論文で告示の役割につ て述べ 告示 一定の効果はあったが、告示が具文として無視されるケースは多く、曖昧な告示が民衆反乱 きっかけを作った事例さえ見ら るというように 地
28
五味　知子
方官の意図どおりに受け取られるとは限らなかったと指摘している （寺田浩明 「清代土地法秩序における 「慣行」の構造」 『東洋史研究』四八巻二号、一九八九年、三三四―三三七頁） 。
七
　　
 明代・清代の告示についての中国におけ 研究の動向については、呉佩林・李升涛「近三十年来関於明清告示的整理与研究」 『西華師範大学学報（哲学社会科学版） 』二〇一 年 期に詳しい
八
　　









 山本氏は官箴書の分析をおこない、通例わずか三年間を限度に異動することにな ていた知県にとって、大切なのは上司である官僚や、実務に協力する吏（下役人） 、地方行政を支える士（郷紳や生員などの在地知
 
識人）であり、一般民衆に対する関心は主に秩序を乱す民衆 対する管理技術の習得であ する（山本前掲『赴任する知県』六六―六七頁） 。
一〇
　
 聖諭の宣講とは、康熙帝の聖諭十 条に雍正帝が解釈を付して頒布したものを、読み上げ ことである。地方官は毎月二回、聖諭の宣講を行い、教化の効果を増すために語り物芸能 技法 取り入れた。宣講ては、阿部泰記『宣講によ 民衆教化に関する研究』汲古書院、二〇一六年および木津祐子「 『聖諭』宣講――教化のためのことば」 『中国文学報』六 号、二〇〇三年 詳しい。
一一
　
 告示の原史料も存在するが、まとまって保存されている は れらの史料の中である。
一二
　





教告示照抄貼過処所清冊事稿」は七二箇所、 「巴県所造張貼厳拿賊匪告示清冊」は五百箇所、 「巴県所造為奉発緝匪 張貼清冊稿」は四八箇所、 「巴県所造為奉発厳禁訟棍告示張貼 八為奉 査拿賊匪告示 過処 稿」は三 箇所に告示を掲示するとしている。
一三
　









 告示一端、諭紳士者少、諭百姓者多。百姓類不省文義、長篇累牘不終誦而倦矣。要在詞簡意明、方可人人入目。 （汪輝祖『学治臆説』巻上「告示宜簡明」 ）
一七
　
 你們日後若遇田土銭債等小事就算有十分道理也要忍気。牢牢記得本 的話。只要投告親族和息 就喫点虧総比見官、較有便宜。若還只有五六分道理、便要快快和息。若不聴本県府的話、聴訟師的話 只肯 状、不肯和息、 父母兄弟妻子一家不安、還是小事、只怕敗了你的身家、還要送了你 性命。那時想起本県的話、後悔、不該告状、已遅了。 （劉衡『庸吏庸言』巻下「勧民息訟告示」 ）
一八
　
 守令雖親民之官 究不能家諭戸暁、所頼読書明理之人。居処同郷、見聞較切、平時則一動一言、無非矩矱遇事則排難解紛、動之以人情、暁之以国法。百姓雖愚、見体面人如此懇懇勤勤 自然弱者感化、強者畏服、
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 ニュースソースは『申報』などの有力新聞に掲載された記事から採っている場合が多く、外国の新聞に依拠したものもあった。絵師が書いた文章のほか、遠方の人からの証言や全国からの応募原稿によるも もあった（中野・武田前掲書、三〇頁） 。
二三
　























 「族保務伝諭」とあり、下に「族は各家の族長、保は各村甲の地保（族是各家的族長、保是各村甲地保） 」と注釈が付してある。 （張五緯『講求共済録』示「保定府大名府広平府天津府任内頒発勧勉孝悌註解示諭」 ）
三〇
　

























 発行時期については、相田洋『清末の絵入り旬刊紙『点石斎画報』の基礎的研究――平成十～十 年度科学研究費補助金（基礎研究（ｃ） （
2） ）研究成果報告書』二〇〇一年を参照した。
三六
　
 張之洞『張文襄公全集』巻一一六
　
公牘三一。
三七
　
 張之洞『張文襄公全集』巻一二〇
　
公牘三五。
三八
　
 『点石斎画報――大可堂版』上海画報出版社、二〇〇一年、七冊―一六〇、酉集「愚民帰化」 。
三九
　
 この記事は、①、②や『点石斎画報 の「愚民帰化」とは異なり、橋の名前は「丁公橋」となっており、橋撤去の目的は「製造鎗砲機器局」を建てるための土地の調査とされている。
